
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            Ｎｏ．６ 北九州市立沖田中学校  

校長 則松 敬二 

令和６年１月９日 
沖田中だより 令和５年度 学校通信 

保護者・地域の皆様へ 新年のごあいさつ 

目標を立て、何事にもあきらめずに「チャレンジ」する一年にしよう！ 

新年明けましておめでとうございます。保護者の皆様や地域の皆様には、昨年の学校行事や地域での 

活動等におきまして、多大なるご協力を賜り、心より感謝申し上げます。沖田中学校の子どもたちは、 

保護者や地域の皆様の温かいご支援のおかげで、常日頃よりすばらしい環境の中で充実した中学校生活を送らせて

いただいております。皆様の日頃のご理解・ご協力にあらためて感謝申し上げますとともに、本年も本校の教育活

動へのご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、３学期は、とりわけ３年生にとって進路実現に向けた大切な時期となります。保護者の皆様におかれまし

ては、新年を祝うことよりも、受験生に対するご配慮・ご心配の方が勝っていたのではないでしょうか。学校でも、

３年生の職員をはじめ職員一同、３年生の進路実現に向け、全力で取り組んでおります。このような時だからこそ、

子どもたちの将来のために、家庭と学校が連携を図りながら協力していくことが大切であると考えます。保護者の

皆様のご理解・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

＜生徒の皆さんへ＞  

いよいよ３学期が始まりました。それぞれの学年のまとめの学期です。３年生にとっては義務教育最後の学期

であり、自己の進路を決定する大切な時です。悔いの残らないよう全力を尽くしてください。また、１、２年生

も、先輩から引き継いだ本校のよき伝統や校風をしっかり受け止め、４月の進級に向けて充実した３学期を送る

ことを期待しています。 

生徒の皆さんには、特に、次の２点について、自分を振り返りしっかり考えて欲しいと思います。 

【目標を立てて頑張ろう】 

皆さんの中には、家族や先生など、周りの大人のアドバイスをそのまま自分の目標にしている人もいるので

はないでしょうか。周りの大人のアドバイスを参考にすることは大切だと思いますが、やはり目標は自分自身

で決定することが重要だと思います。そうすることで、常に自分で立てた目標を意識することができます。 

また、時には目標を口に出して宣言し、自分を奮い立たせることも必要だと思います。 

【最後まであきらめない精神力を鍛えよう】 

「最後まであきらめない精神力を鍛える」ためには、まず、どんなことから取りかかればよいのでしょうか。 

勉強でも学校行事や部活動等でも、自分が思った通りに上手くいかなかった時に、その原因を決して他人の

せいにしないことが重要です。人間の弱さは意外とそういうところにあるのではないでしょうか。生徒の皆さ

ん、学校生活や学校行事、そして毎日の勉強や部活動等、身近なところで、上手くいかないことを他人のせい

にしていませんか。 

上手くいかなかった時は、素直に自分を振り返って、どこがいけなかったのかを考える習慣を身に付け、早

く自立して欲しいということです。このことが、必ず、最後まであきらめない強い心を鍛えることにつながっ

ていくはずです。 

３学期の皆さんの取組に期待します。「頑張ろう！ 沖田中学校！」 

【保護者の皆様へ】 

年末年始は比較的暖かい日が続きましたが、朝夕は寒さが厳しい毎日です。 

学校でも、風邪等の予防のために、手洗いやうがいの励行を呼びかけてまいりますが、ご

家庭においても外出などから戻ってきたときの「手洗いやうがいの励行」をはじめ、お子様

の健康管理に対するご配慮をお願いいたします。  

特に、嘔吐、発熱、下痢などの症状がある場合は、必ず病院での受診をお願いいたします。 

インフルエンザ等の感染症防止に向けて 


